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研
究
が
進
む
新
技
術
・
自
動
運
転

バ
ス
に
つ
い
て
、
市
は
群
馬
大
学
と

共
同
で
導
入
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
の
公
共
交
通
の
6
割

が
赤
字
で
、
特
に
地
方
路
線
バ
ス
は

深
刻
で
す
。
加
え
て
バ
ス
運
転
手
の

高
齢
化
が
進
み
、
17
％
が
60
歳
以
上

で
す
。
一
方
で
桑
名
市
も
各
地
域
で

高
齢
化
が
進
み
、
生
活
の
た
め
の
移

動
手
段
の
維
持
・
確
保
が
重
要
な
課

題
で
す
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
車

を
持
た
な
い
若
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
で
運
転
手
の
負
担
が
減
り
、

路
線
再
編
で
公
共
交
通
機
関
が
維
持

さ
れ
て
出
か
け
や
す
い
街
に
な
れ
ば
、

地
域
活
性
化
な
ど
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

桑
名
市
で
の
自
動
運
転
バ
ス
の
実

証
実
験
は
、
群
馬
大
学
次
世
代
モ
ビ

リ
テ
ィ
社
会
実
装
研
究
セ
ン
タ
ー
の

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
と
実
験
車
両
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
6
月
に
は

3
日
間
、
市
役
所
と
桑
名
駅
間
を

自
動
運
転
レ
ベ
ル
２
（
右
下
の
図
参

照
）
で
走
行
し
、
市
民
や
関
係
者
な

ど
２
８
８
人
が
乗
車
し
ま
し
た
。
群

馬
大
学
担
当
者
が
ハ
ン
ド
ル
を
い
つ

で
も
握
れ
る
形
で
運
転
席
に
座
り
、

自
動
運
転
率
は
８
割
以
上
で
し
た
。

右
折
や
渋
滞
、
路
上
駐
車
対
応
で
手

動
に
切
り
替
え
る
場
面
が
あ
り
ま
し

た
が
、
人
通
り
が
多
い
桑
名
駅
前
を

走
行
す
る
こ
と
で
自
動
運
転
の
安
全

性
・
安
心
性
を
P
R
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
、
桑
名

市
、
三
重
県
、
群
馬
大
学
、
名
古
屋

大
学
、
交
通
事
業
者
、
住
民
代
表
ら

で
構
成
す
る
「
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
実
装
研
究
会
」
を
昨
年
11
月
に

発
足
。
従
来
の
バ
ス
シ
ス
テ
ム
に
代

わ
る
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
2
月
に
は
、
経
済
産
業
省
と
国
土

交
通
省
の
主
催
で
、
地
方
初
と
な
る

「
自
動
運
転
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
桑
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
9
月
26
日
㈯
か
ら
28
日
㈪

に
は
、
よ
り
実
情
に
合
わ
せ
た
２
回

目
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
す
。
人

口
が
多
く
高
齢
化
が
進
む
大
山
田

地
域
で
既
存
の
バ
ス
路
線
を
活
用

し
、
地
域
の
バ
ス
運
転
手
が
運
転
席

に
座
っ
て
、
バ
ス
停
で
の
乗
降
体
験

や
、
坂
道
・
団
地
内
で
の
安
定
運
行

な
ど
を
行
い
ま
す
。 これからの交通を考える第21弾

伸びゆくまち・桑名

　皆さんは MaaS（Mobility as a Service）という言葉を聞いたことがありますか。渋滞や排ガスによる環境
破壊、利用客の減少や高齢化による運転手不足などから公共交通の維持・確保ができないなど、さまざまな
移動に関する課題を解決する次世代交通システムとして、世界で注目されています。全ての移動手段が ICT（情
報通信技術）で１つのサービスとしてつながるという、未来の考え方が桑名でも始まっています。

Ｍ
マ ー ス

ａａＳと自動運転の未来

桑名のまちづくりが進んでいく様子を
お伝えしていくシリーズです

昨年６月の実証実験で使用した自動運転バス

センサーで
障害物を認識

センサーで
位置測定

衛星からの
位置情報などを
捉える通信アンテナ

全方位カメラによる
信号認識など

センサーで
位置測定

み
ん
な
に
優
し
い 

未
来
の
交
通
サ
ー
ビ
ス

1昨年 6月、群馬大学を視察。2昨年 6月、
桑名市での自動運転バス実証実験。3今年
2月、桑名で行われた自動運転シンポジウム。

条件付自動運転
（緊急時などには
運転者が操作）

特定条件下における
完全自動運転

（特定の場所において
システムが全てを操作）

完全自動運転
（ハンドル不要）
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部分自動運転
（システムがハンドル
操作・スピードコント
ロール）

運転支援（自動ブレー
キ、車線維持など）

シ
ス
テ
ム
の
監
視

運
転
者
の
監
視

昨
年
・
今
年
の

実
証
実
験
◀︎

今
年
４
月

法
改
正

法
整
備
が
必
要

自動運転レベルとは
自
動
運
転

運
転
支
援

2

1

3

県内初の
取り組み！

今年度走行する自動運転バスの車内
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　マイカーがなくても快
適で便利に移動できた
ら？ 移動せずに、必要
なサービスが受けられた

ら？ MaaS はさまざまな移動手段や業種を連携
させ、人とモノが移動する際の不便さや非効率さ
を解消し、快適な生活をめざします。超小型車や
シェアリングと組み合せたきめ細い交通システム
を実現する他、飲食や医療など、サービス側が利
用者の近くまで来ることで「新しい生活様式」の
社会基盤になると期待されます。 

市
長
が
ふ
れ
る
！

　最近、自動運転は「車
づ く り 」 で は な く「 街
づくり」であるという考
え方が注目されています。

交通問題の解決策として早期に導入するためには、
車を賢くするだけでなく、自動運転車が走りやす
い街にしていくという考え方です。街を変えるた
めに何が必要かを見極め、より良い形で自動運転
を導入するために、桑名をはじめ全国で実証実験
を実施しています。今後も持続可能な街を実現す
べく活動を進めていきます。

群馬大学　
小
お ぎ つ

木津武
た け き

樹 准教授

次世代モビリティ社会実装研究会 会長 次世代モビリティ社会実装研究会 委員
名古屋大学　
井
いりょう

料美帆 准教授

専門家に聞くＭａａＳの可能性

こ
れ
か
ら
の

　
　

交
通
を
考
え
る

この記事に関するお問い合わせは、
　MaaS 推進室（☎ 24-1425       24-1412）、秘書広報課（☎ 24-1492       24-1119）へ

　

今
月
の
特
集
は
「
こ
れ
か
ら
の

交
通
を
考
え
る
」
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
自
動
運
転
と
い
う
と

ど
う
い
っ
た
印
象
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
か
。
未
来
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
か
ま
だ
ま
だ
先
の
話
で

し
ょ
？ 

な
ど
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
最
近
、
Ｔ
Ｖ

で
自
動
運
転
の
Ｃ
Ｍ
が
増
え
た
よ

う
に
感
じ
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
現
在
、
世
界
中
で
自
動

運
転
の
実
用
化
に
向
け
た
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
国
が
率
先
し
て
自
動

運
転
技
術
の
向
上
に
動
き
出
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
自
動
運
転
が

世
の
中
に
浸
透
す
る
た
め
に
は
大

き
く
3
つ
の
こ
と
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
自
動
運
転
技
術
」

の
向
上
。
最
終
的
に
は
レ
ベ
ル
５
、

つ
ま
り
車
を
無
人
で
完
全
自
動
化

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
こ
こ
は
メ
ー
カ
ー
に
頑
張
っ

て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
「
法
整
備
」。
自
動

運
転
に
よ
っ
て
事
故
が
増
え
て
は

本
末
転
倒
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た

規
制
の
中
で
自
動
運
転
が
実
施
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

は
国
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
は
「
自
動
運
転

を
み
ん
な
が
認
め
る
か
ど
う
か
」

で
す
。
自
動
運
転
っ
て
な
ん
だ
か

怖
い
な
と
思
っ
て
い
る
人
は
少
な

か
ら
ず
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
み
ん
な
で
新
し
い
技
術
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
自
動
運
転

と
い
う
新
技
術
を
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
昨
年
実
証
実
験
を

行
い
ま
し
た
。
市
役
所
か
ら
桑
名

駅
ま
で
の
短
い
距
離
で
し
た
が
、

想
像
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
な
運
転
。

自
動
運
転
と
い
う
こ
と
で
私
も
身

構
え
て
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
新

技
術
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

実
証
実
験
で
は
約
３
０
０
人
に
乗

車
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
思
っ

た
よ
り
安
心
し
て
乗
れ
た
な
ど
の

声
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
は
、
大
山
田
地
域
で
実
証

実
験
を
行
い
ま
す
。
い
ま
日
本
中

で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

バ
ス
運
転
手
の
高
齢
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
高
齢
化
が
進

み
、
運
転
手
が
少
な
く
な
れ
ば
、

バ
ス
の
運
行
自
体
が
減
少
し
、
皆

さ
ん
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

な
い
都
市
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

時
代
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
新
た
な

技
術
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入

れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
動
運
転

も
そ
の
一
つ
。
こ
れ
か
ら
の
公
共

交
通
を
守
る
た
め
、
挑
戦
を
続
け

ま
す
。

昨年の実証実験で、自動でハンドルが動く様子を
初めて見ました。

　

市
で
は
、
ま
ち
の
移
動
を
便
利
に

す
る
新
し
い
仕
組
み
「
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
」

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
出

発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

全
て
の
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
接
続

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
人
々
が
効
率
よ

く
便
利
に
移
動
で
き
る
新
た
な
概
念

で
す
。
例
え
ば
、
桑
名
か
ら
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
名
古
屋
港
水

族
館
ま
で
行
こ
う
と
す
る
と
、
お
住

ま
い
の
場
所
に
も
よ
り
ま
す
が
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
、
北
勢
線
、
養
老
鉄

道
、
近
鉄
、
Ｊ
Ｒ
、
地
下
鉄
、
あ
お

な
み
線
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手

段
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
交
通

手
段
や
料
金
・
時
間
の
検
索
は
で
き

ま
し
た
が
、
個
別
に
手
配
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
が
進
め

ば
、
料
金
・
時
間
・
乗
り
継
ぎ
の
時

間
な
ど
各
自
が
優
先
す
る
要
素
で
経

路
や
手
段
を
選
択
し
、
予
約
や
支
払

い
も
ア
プ
リ
な
ど
を
通
じ
て
一
括
し

て
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

人
々
の
移
動
デ
ー
タ
か
ら
、
公
共
交

通
を
効
率
的
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
自
動
運
転
な
ど

新
技
術
が
公
共
交
通
に
加
わ
れ
ば
、

人
の
流
れ
も
物
流
も
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
快
適
で
便
利
な
移
動
が
可
能

に
な
れ
ば
地
域
で
の
暮
ら
し
や
す
さ

も
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

　

公
共
交
通
の
課
題
は
、
地
域
の
事

情
に
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
三
重
県
で
は
「
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
」
を
活
用
し
て
生
活
・
物
流
・
観

光
・
防
災
・
交
通
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
海

環
状
自
動
車
道
・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
通
な
ど
、
桑
名
を
と
り
ま
く

交
通
は
こ
れ
か
ら
も
変
化
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
交

通
事
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
、
住
み
や
す
く
便
利
な
移
動
の
在

り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

地
域
や
環
境
に
優
し
く

移
動
を
よ
り
便
利
に

現在の移動

期待される効果の一例

MaaSのイメージ

新技術でさらに広がる可能性

交通手段を
個別に手配

タクシー

電車
電車

バス バス
飛行機

飛行機

フェリー

スマホのアプリで
経路検索・予約・
支払いを一括

●公共交通の効率的な運行で
　利用者は便利に

●都市部の渋滞や
　環境負荷を減らす

●駅やバス停から遠い場所も
　住みやすくなる　……など

例）●自動運転
　  ●大型ドローン
　  ●超小型車
　　 （2 人乗りEV 車）

レンタカー・
マイカー

カーシェア

出張医療

移動販売

配送

駐車場シェア

ライドシェア

AI配車サービス

自動運転

シェア
サイクルタクシー

ＭａａＳ（Ｍobility ａs ａ Ｓervice ：サービスとしての移動）とは


